
　

資
料
館
で
は
11
月
23
日
よ
り
第
17
回
特

別
展
「
尾
根
を
越
え
た
獅
子
舞
」
を
開
催

し
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
町
内
４
か
所
の

獅
子
舞
の
ほ
か
、
か
つ
て
使
わ
れ
て
い
た

出い
ず
も雲

伊い

わ

い
波
比
神じ

ん
じ
ゃ社

の
獅
子
頭
と
阿あ

す

わ
諏
訪
日ひ

枝え

神じ
ん
じ
ゃ社

の
獅
子
頭
も
展
示
公
開
し
ま
す
。

　

出
雲
伊
波
比
神
社
の
獅
子
舞
は
、
旧
八

幡
宮
（
現
在
の
天あ

ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み
し
ゃ

神
地
祇
社
）
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
獅
子
頭
が
保
管
さ
れ
て
い

た
箱
に
は
、「
鎮
守
八
幡
大
神
／
例
祭
道

具
／
七
ヶ
村
／
惣
氏
子
中
／
明
治
五
年
／

壬
申
八
月
日
」
と
墨ぼ

く
し
ょ書
さ
れ
て
お
り
、
明

治
５
年
に
は
八
幡
宮
の
８
月
例
祭
で
七
村

（
当
時
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
を
奉
納
し
て
い
た
小
田
谷

村
・
長
瀬
村
・
前
久
保
村
・
平
山
村
・
堀

込
村
・
馬
場
村
・
毛
呂
本
郷
の
七
村
）
が

獅
子
舞
を
奉
納
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
も
八
幡
宮
の
例
祭
に
は
流

鏑
馬
と
獅
子
舞
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
天

明
６
年
（
１
７
６
６
年
）
の
古
文
書
に
も

記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
か
ら
流
鏑
馬

の
付つ

け
ま
つ祭
り
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
で

す
。

　

獅
子
頭
の
内
、
１
頭
は
女め

じ

し
獅
子
、
ほ
か

の
２
頭
は
男お

じ

し
獅
子
で
、
近
隣
の
獅
子
舞
同

様
、
３
頭
で
１
組
と
な
っ
て
一
人
立
ち
の

獅
子
舞
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
男
獅
子

は
２
頭
と
も
鹿
の
よ
う
に
枝
分
か
れ
し
た

角
で
、
女
獅
子
に
角
は
な
く
、
頭
に
宝ほ

う
じ
ゅ珠

を
乗
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
獅
子
の
歯

は
黒
く
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
高

山
不
動
尊
内
の
三
輪
神
社
で
行
わ
れ
て
い

た
獅
子
舞
の
女
獅
子
や　

貫
の
古
い
女
獅

子
の
歯
も
黒
く
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
八
幡
宮
の
例
祭
は
春
に
変
更

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
も
春
に
流
鏑

馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
、
八
幡

宮
の
春
の
例
祭
で
最
後
に
獅
子
舞
を
奉
納

し
た
と
き
の
関
係
者
の
話
に
よ
る
と
、
演

目
は
女
獅
子
隠
し
・
竿
掛
り
・
花
吸
い
を

舞
い
、
所
役
は
４
人
の
女
児
に
よ
る
サ
サ

ラ
ッ
コ
（
花
笠
）
と
ハ
イ
オ
イ
も
い
た
と

い
い
ま
す
。

　

出
雲
伊
波
比
神
社
（
旧
八
幡
宮
）
の
獅

子
舞
は
幻
の
獅

子
舞
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た

が
、
残
さ
れ
た

獅
子
頭
は
、
流

鏑
馬
と
獅
子
舞

が
深
い
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま

す
。

出雲伊波比神社の獅子頭

  

　
～ 

自
分
と
戦
え
！
　
勝
負
し
ろ
！ 

～

　
　

毛
呂
山
ア
ト
ム
ボ
ー
イ
ズ

　

硬
式
野
球
の
毛
呂
山
ア
ト
ム
ボ
ー
イ
ズ

は
、
昭
和
52
年
に
発
足
し
て
以
来
35
年
間

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー

グ
の
埼
玉
県
支
部
に
所
属
し
、
今
年
は
県

内
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
関
東
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東

北
大
会
へ
も
出
場
し
銅
メ
ダ
ル
（
３
位
）

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
方
針
は
、
野
球
が
で
き
る
環

境
に
感
謝
を
す
る
こ
と
。勝
敗
よ
り
も「
あ

り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い･･･

だ
か
ら
こ
そ
全
力
で
走
り
続
け
ま
す
。

　

野
球
を
と
お
し
て
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
思
い
や
る
心
を
第
一
に
考
え

る
我
が
チ
ー
ム
は
、
低
学
年
か
ら
高
学
年

ま
で
一
緒
に
練
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
高

学
年
は
硬
式
ボ
ー
ル
、
低
学
年
は
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
（
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
）
と
使
用

す
る
ボ
ー
ル
が
違
う
た
め
、
試
合
形
式
の

練
習
で
は
低
学
年
は
高
学
年
の
練
習
を
見

な
が
ら
野
球
の
勉
強
で
す
。
低
学
年
が

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
を
す
る
と
き
は
、

高
学
年
が
野
球
を
教

え
て
あ
げ
ま
す
。
こ

れ
も
大
事
な
練
習
で

あ
り
、
チ
ー
ム
が
ひ

と
つ
に
な
る
大
切
な

過
程
な
の
で
す
。
お

弁
当
を
食
べ
る
と
き

も
全
員
が
輪
に

な
っ
て
一
斉
に

「
い
た
だ
き
ま

す
！
」
の
掛
け

声
で
、
皆
で
食

べ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
全

員
笑
顔
！　

大
切
な
仲
間
で

す
。

　

感
謝
と
は
何
か･･･

い
ま
野
球
が
で
き

る
環
境
に
全
員
で
喜
び
合
い
、
私
た
ち
を

支
え
て
く
れ
る
全
て
の
人
た
ち
へ
の
恩
返

し
に
、
い
つ
も
一
生
懸
命
練
習
に
励
み
ま

す
。
試
合
に
勝
つ
こ
と
よ
り
、
ど
れ
だ
け

全
力
で
戦
っ
た
の
か
が
大
事
。
エ
ラ
ー
し

て
も
三
振
し
て
も
、
い
つ
も
全
力
で
戦
う

こ
と
が
私
た
ち
の
感
謝
の
気
持
ち
な
の
で

す
。

　

毛
呂
山
ア
ト
ム
ボ
ー
イ
ズ
は
、
今
日
も

全
力
で
白
球
を
追
い
か
け
ま
す
！

スポーツしようよ！

練
習
日　

土
・
日
・
祝
日
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時　

場　

所　

目
白
台
グ
ラ
ウ
ン
ド

会　

費　

入
団
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費

　

３
５
０
０
円
（
２
年
生
以
下
２
５
０
０
円
）

問
合
せ　

毛
呂
山
ア
ト
ム
ボ
ー
イ
ズ
☎
０

　

９
０
―
１
４
５
７
―
８
１
３
７
大
谷
木
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